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自
由
が
丘
、未
来
へ
。

目
黒
区
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



自
由
が
丘
駅
周
辺
各
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
な
ど
、
公
民
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で

は
、
地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
動
き

が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
由
が
丘
一
丁
目
29
番
地
区
で
は
、
平
成

29
（
２
０
１
７
）
年
５
月
に
関
係
権
利
者
が

再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
10
月
に
は
市
街
地
再
開
発

事
業
の
都
市
計
画
を
決
定
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
１
月
に
は
市
街
地
再
開
発
組

合
を
設
立
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業

で
は
、
敷
地
統
合
・
共
同
建
替
え
、
土
地
の

高
度
利
用
に
よ
る
街
区
再
編
を
行
い
、
低
層

階
の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の

維
持
・
創
出
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
環
境

の
整
備
、
地
区
全
体
の
防
災
性
向
上
と
魅
力

と
活
力
の
あ
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11
月
よ
り

地
下
３
階
、
地
上
15
階
建
て
、
建
物
高
さ
60

ｍ
の
複
合
施
設
の
新
築
工
事
に
着
手
し
、
令

和
８
（
２
０
２
６
）
年
に
開
業
の
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
東
地
区
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
区
が
支
援
し
、
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
４
月
に
関
係
権
利
者
が
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
12
月
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
２
月
に
は
地
域
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め

に
準
備
組
合
が
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
同

年
４
月
に
街
づ
く
り
提
案
書
を
区
に
提
出
し

ま
し
た
。
区
は
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
10
月
８
日
に
都
市
計
画
の

決
定
を
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
で

は
、
都
市
計
画
道
路
の
先
行
拡
幅
や
敷
地
統

合
と
共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ

る
街
区
再
編
を
行
い
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
、
駅
前
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
創

出
と
活
用
、
駅
前
防
災
機
能
の
強
化
、
み
ど

り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
、
都
市
環
境
へ

の
配
慮
と
駅
前
不
足
機
能
（
駐
輪
場
、
喫
煙

所
等
）
の
確
保
を
図
る
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
駅
前
地
区
で
は
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
９
月
か
ら
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
補
助
１
２
７

号
線
沿
道
権
利
者
が
話
し
合
う
分
科
会
を
開

催
し
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
11
月
に
駅

前
地
区
再
開
発
準
備
会
を
設
立
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
７
月
に
は
関
係
権
利
者
が

市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。
都
市
計
画
道
路
の
拡
幅
や
敷
地
統
合
と

共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る
街

区
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

下版 _巻頭特集 428� 25/10/30

再開発後の自由が丘一丁目 29番地区
市街地のイメージ

従前の自由が丘一丁目 29番地区

現在の自由が丘東地区 再開発後の自由が丘東地区市街地のイメージ

都市再生整備計画により再整備された駅前広場

目黒区

洗
練
さ
れ
た
街
、自
由
が
丘
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て

自
由
が
丘
駅
周
辺
は
、
目
黒
区
を
代
表
す

る
商
業
集
積
地
の
一
つ
で
す
。
周
辺
の
良
好

な
住
宅
地
に
も
店
舗
が
点
在
し
、
文
化
性
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
洗
練
さ
れ
た
街
と

し
て
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
建
物
の
老
朽
化

に
よ
る
防
災
性
の
低
下
、
都
市
基
盤
整
備
の

遅
れ
に
よ
る
歩
行
者
と
自
動
車
の
錯
そ
う
、

鉄
道
に
よ
る
街
の
分
断
な
ど
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決

の
た
め
、
目
黒
区
で
は
、「
中
心
市
街
地
活

性
化
法
（
通
称
）
」
に
基
づ
く
「
目
黒
区
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

都
市
の
更
新
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
公
民

連
携
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

（
株
）ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

目
黒
区
が
策
定
し
た
「
目
黒
区
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

も
自
由
が
丘
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
っ
て
き
た
商
店
街
振
興
組
合
や
住
区
住
民

会
議
・
町
会
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
７
月
に
ま
ち
づ
く
り
会
社

「（
株
）ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」（
以
下
、ジ
ェ

イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
を
設
立
。
翌
年
に
は

「
Ｔ
Ｍ
Ｏ（
T
o
w
n 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t 

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
）
構
想
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
自
由
が
丘
ら
し
さ
の
継
承
と
人
に
や
さ
し

い
街
づ
く
り
」。
商
業
の
活
性
化
と
良
好
な

住
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、
一
体
的
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
に
、

広
域
生
活
拠
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
21（
２
０
０
９
）

年
か
ら
は
、「
自
由
が
丘
ら
し
さ
」
を

守
り
、
住
宅
地
と
商
業
地
が
互
い
に

寄
り
添
い
高
め
あ
う
街
並
み
を
育
ん

で
い
く
こ
と
を
目
標
に
、「
自
由
が
丘

地
区
街
並
み
形
成
指
針
」
の
運
用
を

開
始
。
住
宅
ゾ
ー
ン
の
緑
化
や
、
洗

練
さ
れ
た
店
舗
周
り
と
居
心
地
の
よ

い
・
歩
い
て
楽
し
い
商
業
ゾ
ー
ン
な

ど
、
自
由
が
丘
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

６
月
に
は
、
目
黒
区
が
ジ
ェ
イ
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
を
都
市
再
生
推
進
法
人
（
都
市
再

生
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
法
人
と
し
て
市
区
町
村
が
指
定
す

る
も
の
）
に
指
定
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
し
、地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
活
発
に

目
黒
区
は
平
成
13
年
度
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す「
目
黒
区
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」を
策
定
。

こ
の
計
画
を
受
け
て
自
由
が
丘
地
区
で
は
、安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
や
防
災
性
の
向
上
、魅
力
と
活
力

の
あ
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、地
域
主
体
の
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
由
が
丘
、未
来
へ
。

目
黒
区
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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自由が丘一丁目２９番地区

自由が丘駅前西及び北地区

睦坂沿道地区

自由が丘駅前地区
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自
由
が
丘
駅
周
辺
各
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
な
ど
、
公
民
連
携
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で

は
、
地
元
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
動
き

が
活
発
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

自
由
が
丘
一
丁
目
29
番
地
区
で
は
、
平
成

29
（
２
０
１
７
）
年
５
月
に
関
係
権
利
者
が

再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
10
月
に
は
市
街
地
再
開
発

事
業
の
都
市
計
画
を
決
定
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
１
月
に
は
市
街
地
再
開
発
組

合
を
設
立
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業

で
は
、
敷
地
統
合
・
共
同
建
替
え
、
土
地
の

高
度
利
用
に
よ
る
街
区
再
編
を
行
い
、
低
層

階
の
商
業
施
設
を
中
心
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の

維
持
・
創
出
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
環
境

の
整
備
、
地
区
全
体
の
防
災
性
向
上
と
魅
力

と
活
力
の
あ
る
商
業
拠
点
の
形
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11
月
よ
り

地
下
３
階
、
地
上
15
階
建
て
、
建
物
高
さ
60

ｍ
の
複
合
施
設
の
新
築
工
事
に
着
手
し
、
令

和
８
（
２
０
２
６
）
年
に
開
業
の
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
東
地
区
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
区
が
支
援
し
、
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
４
月
に
関
係
権
利
者
が
市

街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
12
月
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
２
月
に
は
地
域
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め

に
準
備
組
合
が
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
同

年
４
月
に
街
づ
く
り
提
案
書
を
区
に
提
出
し

ま
し
た
。
区
は
こ
れ
を
受
け
て
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
10
月
８
日
に
都
市
計
画
の

決
定
を
し
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
で

は
、
都
市
計
画
道
路
の
先
行
拡
幅
や
敷
地
統

合
と
共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ

る
街
区
再
編
を
行
い
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
、
駅
前
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
創

出
と
活
用
、
駅
前
防
災
機
能
の
強
化
、
み
ど

り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
創
出
、
都
市
環
境
へ

の
配
慮
と
駅
前
不
足
機
能
（
駐
輪
場
、
喫
煙

所
等
）
の
確
保
を
図
る
予
定
で
す
。

自
由
が
丘
駅
前
地
区
で
は
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
９
月
か
ら
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
補
助
１
２
７

号
線
沿
道
権
利
者
が
話
し
合
う
分
科
会
を
開

催
し
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
11
月
に
駅

前
地
区
再
開
発
準
備
会
を
設
立
。
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
７
月
に
は
関
係
権
利
者
が

市
街
地
再
開
発
準
備
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。
都
市
計
画
道
路
の
拡
幅
や
敷
地
統
合
と

共
同
建
替
え
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る
街

区
再
編
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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30
年
後
の
未
来
を
視
野
に
入
れ
た「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョン
」

公
民
連
携
に
よ
る「
自
由
が
丘

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

目
黒
区
で
は
、
令
和
２
年
１
月
よ
り
、
町

会
や
商
店
会
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
等
の

多
様
な
構
成
委
員
に
よ
る
「
自
由
が
丘
街
づ

く
り
連
絡
調
整
会
」
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
を
地
域
の
方
々
と

き
め
細
や
か
に
共
有
し
、
意
見
の
調
整
を
図

る
こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
自
由
が
丘
に
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
２
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
調
整

会
に
お
い
て
、
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
自
由
が
丘

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
以
下
、
エ
リ

ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
統
括
役
と
し

な
が
ら
、
関
係
す
る
組
織
・
団
体
が
フ
ラ
ッ

ト
に
つ
な
が
り
合
う
機
会
で
あ
り
、
未
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
、
対
話

を
通
じ
て
１
つ
の
意
思
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

地
域
の
方
々
が
自
ら
取
り
組
む

「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
立
と
と

も
に
、「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以

下
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
２
年
に
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
が

作
成
し
た
、
自
由
が
丘
の
２
０
５
０
年
頃
の

暮
ら
し
や
街
の
望
ま
し
い
姿
を
描
い
た
「
自

由
が
丘
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
踏

ま
え
て
い
ま
す
。
今
後
予
想
さ
れ
る
社
会
経

済
情
勢
の
急
速
な
変
化
の
中
で
も
、
自
由
が

丘
が
自
由
が
丘
た
り
え
る
文
化
性
を
、
次
代

に
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
30
年
後
を
視
野
に
し
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
道
標
で
す
。

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
自
由
が
丘
の
将

来
像
は
、「〈
自
由
の
思
想
〉
で
創
造
し
て
い

く
グ
リ
ー
ン
社
会
の
小
さ
な
世
界
都
市
づ
く

り
〜
L
e
a
d 

G
R
E
E
N
〜
」。
ま
ち
づ

く
り
目
標
は
、
以
下
の
５
つ
で
す
。

目
標
１
：
駅
前
と
周
辺
を
安
全
と
楽
し
さ
で

つ
な
ぐ
〝
楽
歩
（
ら
っ
ぽ
）”
環
境
を
つ
く

り
だ
す
…
誰
も
が
安
心
・
快
適
に
回
遊
で
き

る
歩
行
者
空
間
の
創
出

目
標
２
：
人
と
地
球
へ
の
や
さ
し
さ
を
発
現

す
る
〝
緑
装
（
り
ょ
く
そ
う
）”
の
ま
ち
を

つ
く
り
だ
す
…
グ
リ
ー
ン
社
会
を
可
視
化
す

る
景
観
の
創
出

目
標
３
：
と
り
ま
く
変
化
を
先
取
り
し
た
多

様
な
利
用
者
の
受
け
皿
を
つ
く
り
だ
す
…
超

高
齢
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
支
え
る
建
物

へ
の
更
新

目
標
４
：
ま
ち
を
楽
し
む
誰
も
が
災
害
時
に

慌
て
ず
に
す
む
安
心
感
を
つ
く
り
だ
す
…
人

を
集
め
る
ま
ち
と
し
て
の
防
災
力
の
強
化

目
標
５
：
進
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
だ

す
…
グ
リ
ー
ン
×
デ
ジ
タ
ル
を
実
装
す
る
市

街
地
の
形
成

「
自
由
が
丘
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に

基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
目
標
の
１

つ
「
楽
歩
環
境
」
の
創
出
を
目
指
し
た
取
り
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自由が丘
未来ビジョン

令和５年度　写すわーる

エリアプラットフォームによる駅前広場の利活用

令和６年度「ザ・キッズニック！」
駅前広場に人工芝を敷いてピクニック

令和６年度「ザ・キッズニック！」
イベントでは地元にお店を構える店舗が出店

自由が丘エリアプラットフォーム

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

組
み
と
し
て
、
令
和
４
年
11
月
と
令
和
７
年

５
月
に
自
由
が
丘
サ
ン
セ
ッ
ト
エ
リ
ア
区
域

内
の
私
道
に
お
け
る
車
両
交
通
抑
制
の
社
会

実
験
を
実
施
し
、
具
体
的
な
対
応
方
策
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年
11
月
に
は
、

自
由
が
丘
駅
前
広
場
を
新
た
に
創
出
さ
れ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
レ
イ
ス
に
見
立
て
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
ザ
・
キ
ッ
ズ
ニ
ッ

ク
！
」（
キ
ッ
ズ
＋
ピ
ク
ニ
ッ
ク
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由
が
丘
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
動
き
を
幅
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

「
区
職
員
活
用
し
ま
専
科
」を

活
用
し
た
出
張
授
業
を
実
施

目
黒
区
に
は
、
区
内
の
団
体
が
自
主
的
に

行
う
学
習
会
や
区
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

な
ど
で
の
教
育
活
動
を
対
象
に
、
区
職
員
が

出
向
い
て
区
政
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
区
職
員
活
用
し
ま
専
科
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
区
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
へ
区
職
員
が
出
向

き
、
昨
年
と
今
年
の
２
回
、
小
学
３
年
生
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
出
張
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
自
由
が
丘
の
再
開
発
に
つ

い
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
て
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
未
来
像
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
た

く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、
充
実
し

た
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

休
日
の
自
由
が
丘
を
案
内
す
る

大
学
生
の
組
織「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」

自
由
が
丘
に
は
、
毎
週
日
曜
日
と
祝
日
や

イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に
、
自
由
が
丘
の
魅
力
を

伝
え
案
内
す
る
「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」
が
登
場
し

ま
す
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
よ
り
活
動

し
て
い
る
産
業
能
率
大
学
の
学
生
団
体
で

す
。
セ
ザ
ン
ジ
ュ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
彼

女
の
天
使
た
ち
」。
自
由
が
丘
駅
前
に
立
つ

女
神
像
（
＝
彼
女
）
に
代
わ
っ
て
、
街
を
守

る
天
使
た
ち
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
セ
ザ
ン
ジ
ュ
は
、
ま
ち
の
案
内
の
ほ

か
、
無
線
を
持
ち
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

目
黒
区
が
進
め
る
自
由
が
丘
駅

周
辺
地
区
都
市
基
盤
整
備

自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で
は
、
地
元
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
す
る
一
方
で
、
踏

切
や
低
い
架
道
橋
、
都
市
計
画
道
路
と
い
っ

た
都
市
基
盤
の
整
備
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
黒
区
で

は
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
都
市

基
盤
（
道
路
、
鉄
道
、
駅
前
空
間
な
ど
）
の

現
況
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
な
都
市
基
盤
整
備
の
基
本
方
針
と

取
り
組
み
を
示
す
、「
自
由
が
丘
駅
周
辺
地

区
都
市
基
盤
整
備
構
想
」
令
和
５
年
４
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
の
基
本
的
方
向
性
は
、
①

土
地
利
用
・
都
市
機
能
の
受
け
皿
を
確
保

し
、
防
災
力
や
歩
行
者
の
回
遊
性
を
高
め
る

「
市
街
地
の
一
体
的
な
更
新
」、
②
『
人
が
主

役
と
な
る
ま
ち
』
の
交
通
と
土
地
利
用
を
支

え
る
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」、
③

道
路
や
市
街
地
の
更
新
を
一
体
的
に
進
め
る

た
め
の
「
道
路
と
鉄
道
の
立
体
化
」
と
い
う

３
つ
の
軸
の
達
成
で
す
。
市
街
地
・
道
路
・

鉄
道
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
基
盤
整
備
に
よ

り
、
目
黒
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
令
和
５
年
４
月
改
定
）
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
自
由
が
丘
ら
し
さ
の
継
承
と
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
由
が
丘
ら
し
さ

を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
８
年
に
は
自
由
が
丘
駅
前
に
15
階
建

て
の
複
合
施
設
が
完
成
す
る
な
ど
、
自
由
が

丘
地
区
の
再
開
発
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
方
か
ら
は
「
ま
ち
の
魅
力
が
増

し
て
、
多
く
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

目
黒
区
で
は
、
地
域
の
方
々
と
検
討
し
、

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、「
居
心
地
が
よ
く
、

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、「
こ

れ
か
ら
の
自
由
が
丘
ら
し
さ
」
を
共
有
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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出張授業の様子

踏切による歩行者・自転車・自動車交通の遮断状況

目黒区
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組
み
と
し
て
、
令
和
４
年
11
月
と
令
和
７
年

５
月
に
自
由
が
丘
サ
ン
セ
ッ
ト
エ
リ
ア
区
域

内
の
私
道
に
お
け
る
車
両
交
通
抑
制
の
社
会

実
験
を
実
施
し
、
具
体
的
な
対
応
方
策
の
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年
11
月
に
は
、

自
由
が
丘
駅
前
広
場
を
新
た
に
創
出
さ
れ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
プ
レ
イ
ス
に
見
立
て
、
子
ど
も

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
ザ
・
キ
ッ
ズ
ニ
ッ

ク
！
」（
キ
ッ
ズ
＋
ピ
ク
ニ
ッ
ク
）
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
由
が
丘
で
の
ま
ち
づ

く
り
の
動
き
を
幅
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

「
区
職
員
活
用
し
ま
専
科
」を

活
用
し
た
出
張
授
業
を
実
施

目
黒
区
に
は
、
区
内
の
団
体
が
自
主
的
に

行
う
学
習
会
や
区
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

な
ど
で
の
教
育
活
動
を
対
象
に
、
区
職
員
が

出
向
い
て
区
政
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
区
職
員
活
用
し
ま
専
科
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
区
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
へ
区
職
員
が
出
向

き
、
昨
年
と
今
年
の
２
回
、
小
学
３
年
生
の

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
出
張
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
自
由
が
丘
の
再
開
発
に
つ

い
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
て
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
未
来
像
を
見
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
た

く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、
充
実
し

た
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

休
日
の
自
由
が
丘
を
案
内
す
る

大
学
生
の
組
織「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」

自
由
が
丘
に
は
、
毎
週
日
曜
日
と
祝
日
や

イ
ベ
ン
ト
開
始
時
に
、
自
由
が
丘
の
魅
力
を

伝
え
案
内
す
る
「
セ
ザ
ン
ジ
ュ
」
が
登
場
し

ま
す
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
よ
り
活
動

し
て
い
る
産
業
能
率
大
学
の
学
生
団
体
で

す
。
セ
ザ
ン
ジ
ュ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
彼

女
の
天
使
た
ち
」。
自
由
が
丘
駅
前
に
立
つ

女
神
像
（
＝
彼
女
）
に
代
わ
っ
て
、
街
を
守

る
天
使
た
ち
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
セ
ザ
ン
ジ
ュ
は
、
ま
ち
の
案
内
の
ほ

か
、
無
線
を
持
ち
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

目
黒
区
が
進
め
る
自
由
が
丘
駅

周
辺
地
区
都
市
基
盤
整
備

自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
で
は
、
地
元
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
化
す
る
一
方
で
、
踏

切
や
低
い
架
道
橋
、
都
市
計
画
道
路
と
い
っ

た
都
市
基
盤
の
整
備
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま

ち
づ
く
り
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
黒
区
で

は
、
自
由
が
丘
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る
都
市

基
盤
（
道
路
、
鉄
道
、
駅
前
空
間
な
ど
）
の

現
況
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
な
都
市
基
盤
整
備
の
基
本
方
針
と

取
り
組
み
を
示
す
、「
自
由
が
丘
駅
周
辺
地

区
都
市
基
盤
整
備
構
想
」
令
和
５
年
４
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
の
基
本
的
方
向
性
は
、
①

土
地
利
用
・
都
市
機
能
の
受
け
皿
を
確
保

し
、
防
災
力
や
歩
行
者
の
回
遊
性
を
高
め
る

「
市
街
地
の
一
体
的
な
更
新
」、
②
『
人
が
主

役
と
な
る
ま
ち
』
の
交
通
と
土
地
利
用
を
支

え
る
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」、
③

道
路
や
市
街
地
の
更
新
を
一
体
的
に
進
め
る

た
め
の
「
道
路
と
鉄
道
の
立
体
化
」
と
い
う

３
つ
の
軸
の
達
成
で
す
。
市
街
地
・
道
路
・

鉄
道
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
基
盤
整
備
に
よ

り
、
目
黒
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
令
和
５
年
４
月
改
定
）
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
自
由
が
丘
ら
し
さ
の
継
承
と
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
由
が
丘
ら
し
さ

を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
８
年
に
は
自
由
が
丘
駅
前
に
15
階
建

て
の
複
合
施
設
が
完
成
す
る
な
ど
、
自
由
が

丘
地
区
の
再
開
発
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
方
か
ら
は
「
ま
ち
の
魅
力
が
増

し
て
、
多
く
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

目
黒
区
で
は
、
地
域
の
方
々
と
検
討
し
、

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、「
居
心
地
が
よ
く
、

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、「
こ

れ
か
ら
の
自
由
が
丘
ら
し
さ
」
を
共
有
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

下版 _巻頭特集 428� 25/10/30
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職
層
研
修
「
新
任
研
修
（
後
期
）」

を
実
施
し
ま
し
た

特
別
区
職
員
研
修
所
で
は
、
9
月
1

日
か
ら
9
月
17
日
ま
で
の
延
べ
12
日

間
、
令
和
7
年
度
新
任
研
修
（
後
期
）

を
実
施
し
、
15
区
3
一
部
事
務
組
合
か

ら
2
0
5
1
名
の
研
修
生
が
受
講
し
ま

し
た
。

本
研
修
は
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
く

上
で
求
め
ら
れ
る
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
や
仕
事
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
知
識
・
能
力
を
習
得
す

る
と
と
も
に
、
研
修
生
同
士
の
意
見
交

換
等
を
通
じ
て
、
実
践
力
や
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
研
修
生
一
人
ひ
と
り
が
自

身
の
職
場
で
の
人
間
関
係
や
仕
事
の
進

め
方
を
振
り
返
り
、
実
際
の
仕
事
等
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
研
修
生
同
士
で

課
題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
実
践
的
な
事
例
討
議
等
に
重
点
を

お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

1
日
目
の
午
前
中
は
、
話
し
方
の
ポ

イ
ン
ト
や
積
極
的
な
傾
聴
、
相
手
の
存

在
を
認
め
る
承
認
、
効
果
的
な
質
問
と

い
っ
た
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学

び
ま
し
た
。
午
後
は
、
よ
り
よ
い
応
対

や
ク
レ
ー
ム
対
応
、
職
場
経
験
発
表
を

通
じ
て
、
午
前
中
に
学
ん
だ
内
容
の
実

践
を
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
仕
事
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
知
識
・
能
力
の
習
得
を
ね
ら
い

と
し
、
講
座
企
画
に
関
す
る
演
習
を
行

い
、
班
ご
と
に
企
画
内
容
、
予
算
内
訳
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
等
を
具
体
的
に
考

え
、
事
業
計
画
書
の
作
成
を
模
擬
体
験

し
ま
し
た
。「
持
寄
事
例
」
に
基
づ
い
た

課
題
解
決
で
は
、
5
～
6
人
の
グ
ル
ー

プ
で
仕
事
に
関
す
る
悩
み
や
課
題
等
を

発
表
し
、
研
修
生
同
士
の
意
見
交
換
や

ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
助
言
・
提
案

に
よ
り
、
課

題
の
解
決
、

克
服
に
向
け

た
ヒ
ン
ト
が

得
ら
れ
る
内

容
と
し
ま
し

た
。
最
後
に

は
、
各
自
が

課
題
解
決
に

向
け
て
決
意

表
明
を
行
い

ま
し
た
。

い
ず
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
研
修
生

同
士
の
活
発
な
意
見
交
換
等
を
行
う
様

子
が
見
ら
れ
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
、

新
た
な
視
点
や
考
え
を
得
ら
れ
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、「
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
各
区
・
一
部
事
務
組
合

よ
り
41
名
の
方
々
に
登
壇
い
た
だ
き
、

新
任
職
員
の
先
輩
と
し
て
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
進
行

を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研

修
生
は
、
ク
ラ

ス
リ
ー
ダ
ー
の

体
験
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
等
に
真

剣
な
眼
差
し
で

耳
を
傾
け
て
お

り
、
今
後
の
職

務
遂
行
に
活
か

す
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
内
容

と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

研
修
生
か
ら
の
感
想
・
意
見

参
加
し
た
研
修
生
か
ら
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
的
な
取
り
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
効
果
的
な

言
葉
や
企
画
の
立
て
方
な
ど
実
践
を
と

お
し
て
学
べ
た
こ
と
で
身
に
つ
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。」「
様
々
な
区
の
同
期

と
出
会
え
た
こ
と
で
、
み
ん
な
が
同
じ

よ
う
に
悩
み
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
れ
て
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思

え
ま
し
た
。」「
班
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、

様
々
な
考
え
方
や
視
点
を
共
有
し
な
が

ら
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
と
い
っ

た
感
想
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
感
想
・
意
見

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー

か
ら
は
、「
入
庁
し
て
半
年
が
経
ち
、
他

区
の
研
修
生
同
士
が
交
流
す
る
機
会
は

あ
ま
り
な
い
と
思
う
の
で
、
研
修
生
に

と
っ
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。」「
前
向
き
に
研
修
を
受
講
し
て
い

る
研
修
生
を
見
て
、
組
織
づ
く
り
の
大

切
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。」「
自

分
自
身
も
勉
強
の
機
会
に
な
り
、
研
修

生
の
皆
さ
ん
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。」

と
い
っ
た
感
想
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
へ

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ス
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
職
場
で
中
心
的
な

役
割
を
担
い
大
変
お
忙
し
い
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
研
修
実
施
に
向
け
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
生
の
皆
さ
ん
へ

入
庁
し
て
か
ら
の
半
年
間
、
新
し
い

環
境
の
中
で
困
難
な
状
況
や
試
練
に
直

面
し
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で

こ
ら
れ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
区
を
超
え
た

つ
な
が
り
が
、
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
躍
進

す
る
手
助
け
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
業
務
か
ら
更
な
る
学

び
や
気
づ
き
を
得
て
、
特
別
区
の
未
来

を
担
う
職
員
と
し
て
今
後
も
ご
活
躍
で

き
る
よ
う
、
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
職
員
研
修
所
）

令和7年度　新任研修（後期）を
実施しました

研修カリキュラム

1日目 2日目

職場のコミュニケーション
　・話し方のポイント
　・積極的な『傾聴』
　・�相手の存在を認める『承認』
　・効果的な『質問』

仕事の進行管理
　・�演習「講座を企画・実施する」

接遇
　・よりよい応対
　・クレーム対応
職場経験発表

「持寄事例」の課題解決に向けて
研修のまとめ

班討議の様子

演習発表の様子
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特
別
区
長
会
は
、
10
月
15
日
（
水
）
に

「
不
合
理
な
税
制
改
正
に
対
す
る
特
別
区

の
主
張
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

不
合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
影
響
は
深
刻

こ
れ
ま
で
国
は
、「
地
方
創
生
の
推
進
」

と
「
税
源
偏
在
是
正
」
の
名
の
も
と
、
法

人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
や
地
方
消
費
税

の
清
算
基
準
の
見
直
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
等
の
不
合
理
な
税
制
改
正
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
不
合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る

特
別
区
全
体
の
影
響
額
は
、
令
和
7
年
度

で
約
3
千
6
百
億
円
、
平
成
27
年
度
か
ら

の
累
計
で
、
約
2
兆
3
千
億
円
に
上
り
ま

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
区
税
と
し
て
区
民

の
皆
様
に
使
わ
れ
る
べ
き
税
金
が
、「
東
京

は
財
源
に
余
裕
が
あ
る
」
等
の
一
方
的
な

見
方
に
よ
っ
て
、
国
に
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
①
不
合
理
な
税
制
改
正
に
よ
る
影

響
は
深
刻
、
②
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
廃

止
を
含
め
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
、
③

東
京
の
地
方
財
源
が
突
出
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
、
④
今
後
も
多
く
の
財
源
が
必

要
、
⑤
地
方
税
財
源
の
拡
充
こ
そ
地
方
分

権
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
5
点
を
挙
げ
て
、

特
別
区
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

特
別
区
は
膨
大
な
財
政
需
要
を
抱
え
て
い
る

不
合
理
な
税
制
改
正
の
影
響
に
よ
る
減

収
に
加
え
、
長
引
く
物
価
高
騰
の
影
響
も

重
な
り
、
特
別
区
の
財
政
は
先
行
き
が
依

然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
で
す
。

高
齢
者
の
急
増
や
首
都
直
下
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
改
築
な
ど
、
特
別
区
は
膨
大

な
財
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

地
方
税
源
の
拡
充
こ
そ
が
あ
る
べ
き
姿

特
別
区
長
会
は
、
応
益
負
担
と
い
う
地

方
税
の
本
旨
を
無
視
し
て
特
別
区
か
ら
貴

重
な
税
源
を
奪
う
不
合
理
な
税
制
改
正
に

つ
い
て
是
正
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
方

税
財
源
総
体
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

不合理な税制改正に対する
特別区の主張（令和7年度版）

【不合理な税制改正に対する特別区の主張【概要】より加工して作成】
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「不合理な税制改正に対する特別区の主張」の本編及び概要は、特別区長会のホームページでご覧になれます。
https://www.tokyo23city-kuchokai.jp/katsudo/shucho.html
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東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
魅
力
紹
介
展
示

「
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
20
周
年
を

迎
え
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
特
別
区

（
東
京
23
区
）
の
行
政
資
料
や
地
方
自
治
に
関
す
る
資

料
を
収
集
・
提
供
す
る
専
門
図
書
館
と
し
て
設
立
さ

れ
、
特
別
区
が
発
行
す
る
計
画
書
・
報
告
書
や
、
歴
史

的
資
料
等
を
幅
広
く
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

本
展
示
で
は
、
開
設
か
ら
20
周
年
目
を
迎
え
た
セ
ン

タ
ー
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
所
蔵
す
る
資
料
や
、
公
益

財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
の
事
業
に
つ
い
て
幅
広
く
紹

介
し
ま
し
た
。

な
お
、
実
際
に
紹
介
し
た
資
料
等
は
、
4
階
の
特
別

区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
引
き
続
き
手
に
取
っ

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

展
示
会
場
の
様
子

蔵
書
点
検
期
間
と
年
末
年
始
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
休
館
中
は
、
資
料
の
貸
出
・
予
約
・

返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
末
最
終
開
館
日
は
閉
館
時
間
を
変
更
い
た

し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
蔵
書
点
検
期
間

　

令
和
7
年
12
月
15
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

令
和
7
年
12
月
20
日
（
土
）

▼
年
末
最
終
日
（
時
間
変
更
）

　

令
和
7
年
12
月
26
日
（
金
）
17
時
閉
館

▼
年
末
年
始

　

令
和
7
年
12
月
27
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

令
和
8
年
1
月
4
日
（
日
）

【
問
合
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話　

0‌

3
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

10.15

会
長
区

■�

東
京
2
0
2
5
世
界
陸
上
・
東
京
2
0
2
5
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

■�

G
o
v
T
e
c
h
東
京
に
お
け
る
区
市
町
村
協
働
事

業
の
費
用
負
担
に
つ
い
て

■�
国
民
健
康
保
険
料
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

分
の
徴
収
開
始
に
向
け
た
特
別
区
の
対
応
に
つ
い
て

■
清
掃
政
策
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

清
掃
工
場
整
備
計
画
に
関
す
る
検
証
委
員
会
か
ら
の

答
申
に
つ
い
て

■�

全
区
一
斉
開
始
を
想
定
す
る
3
つ
の
ご
み
減
量
施
策

に
か
か
る
実
務
的
な
課
題
の
検
討
下
命
へ
の
対
応
に

つ
い
て

■�「
不
合
理
な
税
制
改
正
に
対
す
る
特
別
区
の
主
張
（
令

和
7
年
度
版
）」
に
つ
い
て

■�

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
す
る
他
自
治
体
と
連
携
し

た
要
請
活
動
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
7
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

■�

第
30
回
特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
の
概
要
に
つ

い
て

■
第
28
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
東
京
都
市
区
長
会
役
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

10.17

会
長
議

■�「
不
合
理
な
税
制
改
正
に
対
す
る
特
別
区
の
主
張
（
令

和
7
年
度
版
）」
に
つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会
（
令
和
7
年
度
第
3
回
）

に
つ
い
て

■
第
28
回
特
別
区
制
度
懇
談
会
に
つ
い
て

■�

第
20
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概

要
に
つ
い
て

■�

令
和
8
年
度
議
長
会
等
会
議
日
程
【
素
案
】
に
つ
い
て

■
議
長
会
研
究
会
（
勉
強
会
）
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

令
和
7
年
10
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

休
館
と
閉
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

魅
力
紹
介
展
示
を
開
催
し
ま
し
た

特別区自治情報・
交流センター
ホームページ

公式X（旧ツイッター）
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▼
ゴ
ミ
戦
争
週
報

昭
和
46
（
1
9
7
1
）
年

　
　
　

東
京
都
清
掃
局

�

総
務
部
普
及
課
発
行

今
回
は
、「
ゴ
ミ
戦
争
週
報
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ご
み
戦
争
と
は
、
昭
和
46
（
1

�
9
�7�

1
）
年
頃
に
、
ご
み
公
害
被
害
に
悩
む

江
東
区
で
起
き
た
ご
み
投
棄
反
対
運
動

を
き
っ
か
け
と
し
た
、
特
別
区
に
お
け

る
ご
み
処
理
問
題
の
こ
と
で
す
。

当
時
、
23
区
の
清
掃
事
業
は
東
京
都

が
担
っ
て
い
ま
し
た
。
都
知
事
が
こ
の

問
題
に
危
機
感
を
持
ち
、
都
議
会
で

「
ご
み
戦
争
」
を
宣
言
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
都
庁
内
に
設
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
戦

争
対
策
本
部
が
週
報
と
し
て
刊
行
し
た

も
の
が
本
資
料
で
あ
り
、
都
や
関
係
区

等
の
活
動
内
容
、
外
国
の
ご
み
問
題
お

よ
び
対
策
の
紹
介
、
住
民
や
清
掃
現
場

で
働
く
職
員
か
ら
の
投
書
等
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

左
の
図
は
「
週
報
№
20
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
、
東
京
都
清
掃
局
職
員
と
渋

東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
特

別
区
協
議
会
と
足
立
区
と
の
共
催
に
よ

る
パ
ネ
ル
展
示
「
足
立
区
立
郷
土
博
物

館
特
別
展
「
千
住
宿
開
宿
4
0
0
年
」

出
張
展
示
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
展
示
は
、
足
立
区
立
郷
土
博
物
館

で
開
催
す
る
特
別
展
「
千
住
宿
4
0
0

年
」
の
出
張
展
示
で
す
。

千
住
宿
（
現
在
の
足
立
区
千
住
周
辺
）

は
、
寛
永
2
（
1
6
2
5
）
年
、
日
光
道

中
（
日
光
街
道
）
の
初
宿
と
し
て
開
宿

し
、
今
年
開
宿
4
0
0
年
を
迎
え
ま
す
。

江
戸
四
宿
最
大
の
人
口
を
誇
り
、
流

通
の
拠
点
と
し
て
人
や
物
資
が
多
く
集

ま
っ
た
千
住
宿
で
は
、
豊
か
な
経
済
力

で
独
自
の
華
や
か
な
文
化
を
築
い
て
い

ま
し
た
。

そ
の
繁
栄
は
絵
巻
や
浮
世
絵
、
古
文

書
等
で
記
録
さ
れ
、
当
時
の
様
子
を
現

在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

出
張
展
示
で
は
、
歴
史
、
文
化
な
ど

千
住
宿
の
魅
力
を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

特
別
展
「
千
住
宿

4‌

0
0
年
」（
令
和

7
年
10
月
21
日
～
令

和
8
年
1
月
11
日
開

催
）
で
は
、
パ
ネ
ル

で
ご
紹
介
す
る
文
化

遺
産
の
現
物
も
一
部

展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
特
別

展
、
出
張
展
と
も
に

谷
区
の
児
童
会
館
職
員
が
有
志
で
行
っ

た
子
ど
も
向
け
の
寸
劇
〝
ゴ
ミ
ゴ
ン
を

や
っ
つ
け
ろ
〟
の
頁
で
す
。
こ
の
寸
劇

で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
モ
ン
ス
タ
ー
の
ゴ
ミ
ゴ
ン
を
倒

す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
ご
み
の
適
切
な
処
理
の
重

要
性
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

次
号
の
「
週
報
№
21
」
で
は
、
こ
の

寸
劇
の
上
演
後
に
発
表
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
作
文
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
も
の
を
大
切
に
し
て
無
駄
な

消
費
は
せ
ず
に
使
い
き
る
こ
と
や
、
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
少
し
ず
つ

で
も
行
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
ご
み
戦
争
の
終

結
に
つ
な
が
る
と
い
う
子
ど
も
の
率
直

な
思
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
戦
争
と
い
う
問
題
を
経
た
こ
と

で
、
清
掃
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
の
大

切
さ
が
住
民
に
浸
透
し
、
清
掃
事
業
に

対
す
る
意
識
も
大
き
く
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
足
立
区
魅
力
紹
介
展
示
】

●
会
場

東
京
区
政
会
館

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区

�

飯
田
橋
3
︱
5
︱
1
）

●
展
示
期
間

令
和
7
年
11
月
5
日
（
水
）
～

　
　
　
　

12
月
23
日
（
火
）

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
展
示
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

　

9
時
か
ら
20
時
30
分
ま
で

土
曜
日

　

9
時
か
ら
17
時
ま
で

※�

展
示
日
時
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

�（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
確
認
の
う
え
、
ご
来
館
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
足
立
区
・（
公
財
）
特
別
区
協
議
会
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー　

所
蔵
資
料
の
ご
紹
介

「
足
立
区
魅
力
紹
介
展
示
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
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研修名：特別区児童相談所実務者研修会
対　象：（1）児童相談所、こども家庭センター等の職員
　　　　（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員
内　容：・児童相談所、こども家庭センター等の課題と対応策
　　　　・事例検討　など

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）
専門研修

納税（実務コース） 1/15（木）・1/16（金） 納税事務を担当する職務経験1、2年程度の職員
納税（演習コース） 1/28（水） 納税事務を担当する職務経験2年程度の職員
栄養士 1月下旬 保健所・保健センター、保育園、福祉施設等に勤務する栄養士
医療監視 1月下旬 医療監視業務に従事する職員
薬事監視 1月下旬 薬事監視業務に従事する職員
発達障害支援（演習）② 1/9（金）・1/30（金） 発達障害のある子どもへの支援に携わる職員、子ども家庭福祉行政に携わる職員
建築設備（空調） 1月中旬～下旬 建築設備（空調）業務を担当する職員
一級建築士入門 1月上旬 一級建築士試験の受験を検討している職員
土壌汚染対策（規制指導） 1/21（水） 環境・公害規制部署で土壌汚染規制指導事務を担当する職員

児童相談所関連研修

児童心理司リーダー研修 1/15（木）
（1）児童心理司5年目以上の職員
（2）�児童相談所またはこども家庭センターにおいて、心理職のリーダー的役割を担う、または担

うことが期待される職員
面接技法フォローアップ研修 1/19（月） NICHDプロトコルに基づく司法面接研修を受講したことがある職員
保護者支援プログラム
実践者養成研修 1/26（月） （1）児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員

（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員
自治体経営研修

経営管理能力② 1/9（金） 【題名】人材獲得競争時代における職員定着戦略～キャリア安全性を高めるマネジメント理論～
【講師】坂井 風太氏　　【対象】管理職・係長級の職員。希望する主任も可。

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上⑦ 1/20（火） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話による
ポジティブ・アプローチ⑥ 1/29（木）・1/30（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

コミュニケーション
スキルアップ⑦ 1/26（月） 全 職 員 ★�区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュニケーションス

キルを身につけたい採用2～6年目程度の職員

協働型リーダーシップ⑦ 1/21（水） 主 任 以 下 の 職 員
★�リーダーの役割や、上司・部下・同僚との関わり方を学ぶことで、職場
のモチベーション向上や業務改善・職場改善に貢献したいと考えている
主任の職員

サポート研修

地方公務員法⑤ 1/21（水） １ 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職務を行いたい1
級職の職員

地方自治法⑤ 1/20（火） １ 級 職 の 職 員 ★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これから地方自治法
を意識して実務を行っていきたい1級職の職員

政策法務 1/26（月）・1/29（木） 主 任 以 下 の 職 員 ★�政策法務について学び、習得した知識・視点等を事業運営等の実務で活
用したい主任以下の職員

試行研修
地方公務員法・地方自治法の
知っておきたいポイント
（eラーニング）④

1/21（水）～2/17（火） １ 級 職 の 職 員 eラーニングにより初歩的な地方公務員法及び地方自治法を学びたい職員
（採用4～5年目程度の職員）

※紙面の都合上、1月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部2月に実施する研修を含む。）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込期限（研修実施日よ
り一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員研修所からのご案内

1月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

日時：1月下旬（0.5日間）
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
12月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）
●パンフレットを無料送付いたします。

●�人生100年80歳現役へのライフシフト超入門	
～ライフシフトプランを考える～� 【講座コード：2531F007】

　人生100年時代と⾔われる現代。⾃⾝の目的に向かっ
て、これまでの⾏動を変えたいと思う⽅も多いのではない
でしょうか？本講座では、「ライフシフト」を実践するた
めに、必要な知識を学習し、「人生100年、現役80年」
に、どう実践していくかを学びます。⾃分の人生をポジ
ティブなものにするための技術として、⾏動変容モデルを
参考にご⾃⾝のライフシフトプランを描いていきます。

●�精神疾患のある親を持つ子どもの「困りごと」と助けに
なった「支え」―「子ども」の経験の人たちの声に基づ
いて
●�精神疾患のある親と暮らす子どもへの支援を再考する 
―当事者の⽴場から考える「あたかも」事例検討会を交
えて

講　師：�松田 壮史　公認ライフシフト・プランナー　	
ヤマザキ動物看護大学 非常勤講師

日　時：�12月6日（土）、13日（土）、20日（土）	
13：00〜14：30（全3回）

受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）

●�『孫子』100戦	
『孫子』の理論と実践� 【講座コード：2531I007】

　『孫⼦』は史上、もっとも普遍性が⾼い戦略書と⾔われ
ています。『百戦奇略』のような本はあるものの、日本の
合戦については、それがどのように実際の戦い方の中にあ
らわれたかについて、あまり触れられないできました。日
本の古戦史の中に孫⼦』の文⾔がどう該当するかを検証し
つつ、『孫⼦』の解釈を進めたいと考えています。今回は、
現地での戦術に該当する「軍争篇」「九変篇」「⾏軍篇」に
ついて検証していきたいと思います。

各回について　●「軍争篇」
　　　　　　　●「九変篇」
　　　　　　　●「⾏軍篇」

講　師：�海上 知明　	
日本経済大学大学院 政策科学研究所 特任教授

日　時：�12月13日（土）、20日（土）、1月10日（土）	
15：30〜17：00（全3回）

受講料：7,500円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）
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令和7年度第1回
区民との意見交換会の開催状況について

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）
で

は
、
事
業
に
関
す
る
区
民
の
ご
理
解
を

深
め
、
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ご
み
の

中
間
処
理
事
業（
※
）
に
関
す
る
区
民
の

関
心
の
高
い
事
項
や
時
事
を
テ
ー
マ
に
、

区
民
と
の
意
見
交
換
会
（
以
下
「
意
見

交
換
会
」
と
い
う
。）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
通
算
で
39
回
目
と
な
る
令

和
7
年
度
第
1
回
意
見
交
換
会
の
内
容

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
※�

）　

ご
み
を
最
終
処
分
（
主
に
埋
め

立
て
）
す
る
前
に
焼
却
や
破
砕
な

ど
で
減
容
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
可
能

な
状
態
に
す
る
た
め
の
処
理

1�

　
令
和
7
年
度
第
1
回
意
見

交
換
会
の
内
容

令
和
7
年
度
第
1
回
意
見
交
換
会

は
、
令
和
7
年
8
月
2
日
（
土
）、
足

立
清
掃
工
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
国
際
協
力
か
ら
見
る
世
界

の
ご
み
事
情
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、

職
員
に
よ
る
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
、
工
場
見
学
や
、
清
掃
事
業
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ご
意
見
、
ご
質
問
に
お
答
え

す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
事
業
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
た
。」
と
い
っ
た
ご

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。（
写
真
①
）

以
下
で
は
、
当
日
の
テ
ー
マ
説
明
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

1
　
世
界
の
ご
み
事
情

東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
開

発
途
上
国
で
は
、
急
激
な
都
市
化
や
人

口
集
中
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等

に
よ
る
ご
み
量
の
急
激
な
増
加
や
種
類

の
多
様
化
に
対
し
て
、
分
別
や
資
源
化

な
ど
の
対
応
が
追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
市
で

撮
影
さ
れ
た
ご
み
集
積
所
の
写
真
か
ら

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
、
残
飯
が
混

ざ
っ
た
ご
み
が
回
収
箱
い
っ
ぱ
い
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

（
写
真
②
）

収
集
や
運
搬
の
面
で
は
、
人
口
密
集

地
域
に
お
い
て
、
狭
い
地
区
に
多
く
の

家
屋
が
密
集
し
て
い
る
た
め
、
道
路
の

幅
が
狭
く
車
両
の
進
入
が
困
難
で
、
行

政
の
廃
棄
物
収
集
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届

か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、「
一
次
収

集
人
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
各
家
庭

か
ら
手
押
し
車
で
ご
み
を
収
集
し
、
大

型
の
車
両
へ
の
積
替
え
場
所
ま
で
運
搬

す
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。

（
写
真
③
）

23
区
で
は
、
収
集
・
運
搬
さ
れ
た
ご

み
は
、
焼
却
処
理
施
設
や
破
砕
処
理
施

設
な
ど
で
中
間
処
理
し
て
い
ま
す
が
、

開
発
途
上
国
で
は
中
間
処
理
施
設
が
十

分
に
普
及
し
て
お
ら
ず
、
ご
み
を
最
終

処
分
場
へ
直
接
埋
立
て
す
る
こ
と
が
一

般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
間
処
理
施
設
が
あ
る
場
合
で
も
、

管
理
が
不
十
分
で
、
処
理
前
や
処
理
後

の
貯
留
場
所
か
ら
ご
み
が
分
解
し
て

発
生
す
る
ガ
ス
や
煙
が
上
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
処
理
施
設
の

公
害
対
策
ま
で
行
き
届
か
ず
、
煙
突
か

ら
黒
い
煙
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

処
分
場
が
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
プ
型
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
面
に
ご
み
を

そ
の
ま
ま
投
棄
す
る
だ
け
の
方
法
で
、

地
盤
を
締
め
固
め
る
転
圧
や
、
土
を
被

せ
る
覆
土
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
家
庭
ご
み
や
粗

大
ご
み
、
医
療
廃
棄
物
等
の
様
々
な
ご

み
が
混
在
し
て
投
棄
さ
れ
て
お
り
、
公

衆
衛
生
の
悪
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
処
分
場
の
道
路
や
フ
ェ
ン

ス
な
ど
の
設
備
が
未
整
備
で
あ
る
た
め

に
雨
期
に
収
集
車
両
が
処
分
場
に
進
入

で
き
な
い
、
部
外
者
や
家
畜
が
侵
入
し

て
危
険
で
あ
る
と
い
っ
た
、
管
理
上
の

課
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。（
写
真
④
）

以
上
の
よ
う
に
、
海
外
の
廃
棄
物
処

理
の
実
情
と
し
て
、
分
別
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
仕
組
み
や
ご
み
処
理
施
設
が
ま
だ

整
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
散

乱
や
不
法
投
棄
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（写真①）パネル展示の様子

（写真②）ハノイ市のごみ集積所

（写真④）ごみがそのまま投棄されている最終処分場

（写真③）一次収集人がごみを収集する様子
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2
　
国
際
協
力
の
概
要

清
掃
一
組
で
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界

の
ご
み
問
題
に
対
し
、
令
和
3
年
に

「
東
京
二
十
三
区
清
掃
事
業
国
際
協
力

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、

国
際
協
力
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
基
本
理
念
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
貢
献
と
地
域
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
結

ぶ
」
で
、
次
の
3
つ
を
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

①�
23
区
と
連
携
し
、
収
集
・
運
搬
か
ら

中
間
処
理
ま
で
、
一
体
と
な
っ
た
国

際
協
力
を
展
開
し
て
い
く

②�

国
の
海
外
展
開
戦
略
や
東
京
都
、
23

区
の
友
好
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り
貢

献
し
て
い
く

③�

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
・

検
証
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

清
掃
一
組
の
国
際
協
力
事
業
は
、
こ

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
次
の
3
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

⑴
海
外
諸
都
市
へ
の
技
術
的
助
言

知
識
・
経
験
を
有
す
る
人
材
を
海

外
に
派
遣
し
、
廃
棄
物
に
関
す
る
調

査
へ
の
協
力
や
国
際
会
議
で
の
講
演

を
通
じ
て
、
そ
の
国
の
実
情
に
合
わ

せ
た
技
術
的
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
写
真
⑤
）

⑵
海
外
人
材
の
育
成
支
援

将
来
、
現
地
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、
海
外
諸

都
市
か
ら
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
23

区
の
収
集
現
場
や
清
掃
工
場
の
視
察

の
受
け
入
れ
や
講
義
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
写
真
⑥
）

⑶
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進

国
際
協
力
事
業
を
効
果
的
に
進
め

る
た
め
、
23
区
等
の
関
係
機
関
と
協

力
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
区
民
向
け
の
広
報
活

動
や
職
員
の
人
材
育
成
に
も
取
り
組

み
、
質
の
高
い
国
際
協
力
事
業
の
継

続
的
な
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

3
　
ま
と
め

開
発
途
上
国
の
多
く
で
は
、
ご
み
の

収
集
・
分
別
体
制
や
住
民
周
知
が
十
分

に
整
っ
て
お
ら
ず
、
清
掃
工
場
な
ど
も

未
整
備
な
こ
と
か
ら
、
衛
生
的
な
環
境

を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

23
区
の
収
集
・
分
別
体
制
、
住
民
周

知
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
こ
う
し
た
国
々
の

課
題
解
決
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
開
発
途
上
国
が
衛
生
的
な
環

境
へ
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
法
整

備
や
人
材
育
成
、
施
設
整
備
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
一
朝
一
夕
に
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
息
の
長
い
支
援

が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
、
清
掃
一
組
は
、
収
集
・

運
搬
か
ら
中
間
処
理
、
最
終
処
分
ま
で

一
体
と
な
っ
た
支
援
の
継
続
に
向
け

て
、
23
区
や
関
係
機
関
と
強
固
な
協
力

関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

開
発
途
上
国
の
環
境
問
題
の
解
決

は
、
地
球
環
境
問
題
の
改
善
に
つ
な
が

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
が
地
球
環
境
問
題

の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
清
掃
一
組

は
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

2
　
今
後
の
開
催
予
定

例
年
、
意
見
交
換
会
は
7
月
～
8
月

頃
に
第
1
回
、
10
月
～
11
月
頃
に
第
2

回
、
3
月
頃
に
第
3
回
の
全
3
回
開
催

し
て
い
ま
す
。（
写
真
⑦
）

今
後
の
開
催
予
定
や
こ
れ
ま
で
の
意

見
交
換
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
は
、

清
掃
一
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
企
画
室
）

3つのアプローチのイメージ図

（写真⑤）国際会議の様子（写真⑥）視察受け入れの様子

（写真⑦）意見交換会での工場見学の様子

清掃一組HP
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　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

10 10/5～10/10 13,951,084,130円 1,726,107人 2,325,180,690円 287,685人 8,080円 96.9% 93.0% 104.1%
11 10/20～10/24 9,281,131,000円 1,001,886人 1,856,226,200円 200,377人 9,260円 116.2% 84.7% 137.2%

「東京メ‌ガイルミ2025−2026」11月1日（土）オープン！
ウォーカープラス「全国の行ってみたいイルミネーションランキング」で5年連続1位、「全国の行ってよかったイルミ
ネーションランキング」でも3年連続1位を獲得している大井競馬場の冬の風物詩「東京メガイルミ」が、今年も11月1日
（土）にオープンしました。
今シーズンは、噴水ショーの一部楽曲やプログラムを変更したほか、新たにサイネージオブジェを設置。人の動きに
反応する体験型コンテンツをお楽しみいただけます。また、ミニチュアホース＆ポニーとのふれあい、噴水×誘導馬の
コラボショー、事前予約制の乗馬・馬車体験など、競馬場ならではの大人気お馬さんイベントも引き続き実施中です。
さらに、世界一cuteなバランスボール「RODY（ロディ）」のコラボイベントもパワーアップ！昨年ご好評いただいたス
タンプラリーやオリジナルのライトアップキャンディー販売に加え、会場限定のコラボフードを販売しています。
今季は、期間中に60以上もの多彩なイベントをご用意しています。ぜひ、公式サイトでイベント情報を確認のうえ、
お越しください。

（競馬事務局　広報課）

ご来場の前に、
営業・イベント
カレンダーの
ご確認を
お忘れなく！

ジャパンダートクラシック競走を実施
東京シティ競馬（TCK）では、令和7年10月8日（水）に、第27回
ジャパンダートクラシック競走（JpnⅠ）を実施しました。4月の羽
田盃、6月の東京ダービーに続く3歳ダート三冠競走の最終戦であり、
特に今回はナチュラルライズ号（JRA所属）の三冠達成が懸かる大
一番とあって、多くの注目を集める一戦となりました。
ナチュラルライズ号以外にも、アメリカ帰りの馬や3連勝中の馬、
ホッカイドウ三冠馬など全国から多くの実力馬が集まったなか、好
スタートから先頭に立ったのは3番人気のナルカミ号（JRA所属）で
した。そのまま先頭でレースを進め、追ってきたナチュラルライズ
号を直線で突き放して優勝。ナチュラルライズ号は3馬身差の2着となり、三冠達成はなりませんでした。
三冠を制覇するには、馬の素質だけでなく、それぞれのレースに馬の体調を合わせる難しさがあり、さらにはレース
展開といった運も必要になります。いつ、どの馬が新体系初の三冠馬となるのか、今後も毎年の恒例行事としてお楽し
みいただけると幸いです。

◎営業期間
　2025年11月1日（土）～2026年1月11日（日）
　※�営業日・営業時間等は、東京メガイルミ公式サイト

でご確認ください。
　※状況により変更となる場合があります。

◎料　　金
　◦前売券（日時指定）	大人   800円～　小人400円～
　◦当日券	 大人1,000円～　小人500円～
　※�価格変動制のため、来場日により価格が異なります。

詳しくは公式サイトをご確認ください。

第27回優勝馬　ナルカミ号
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勝島王冠
（SⅡ）
●12月3日（水）
●1,800m

南関東所属のトップホースによって争われ
る、古馬中距離路線のSⅡ競走。平成20年ま
で施行されていた準重賞の「勝島賞」を前
身としており、平成21年に第1回が施行さ
れました。TCKの所在地（東京都品川区勝
島）がレース名の由来となっている競走です。

ジェムストーン賞
（SⅢ）
●12月4日（木）
●1,200m

南関東所属の若駒によって争われる、2歳戦
線のSⅢ競走。令和6年に第1回が施行され
たばかりの、比較的新しい重賞です。令和2
年から令和5年までは準重賞として施行さ
れており、全日本的なダート競走の体系整
備に伴って昇格しました。令和2年のジェム
ストーン賞を制したギシギシは、令和4年に
JpnⅢの東京スプリントで3着、習志野き
らっとスプリントでSⅠ制覇するなど短距離路
線での活躍をみせています。

東京大賞典
（GⅠ）
●12月29日（月）
●2,000m

国内外で活躍してきた実力馬が一堂に会す
る、下半期のダートチャンピオン決定戦です。
TCKの重賞としては東京ダービーと並び
もっとも長い歴史を持つレースで、第45回
（平成11年）以降は毎年12月29日に施行
されており、年末の風物詩としても親しまれ
ています。
第57回（平成23年）からは国際競走として
施行されるようになり、地方競馬では唯一と
なる国際GⅠに格付けされました。IFHA（国
際競馬統括機関連盟）が発表する「世界の
トップ100GⅠレース」にリストアップされる
など、国外のホースマンからも注目を集め
ているレースです。

東京シンデレラマイル
（SⅢ）
●12月30日（火）
●1,600m

南関東所属のトップホースによって争われ
る、3歳勢を含めた牝馬路線のSⅢ競走。第1
回が施行されたのは平成19年で、創設当初
から毎年12月30日に施行されてきました。

東京2歳優駿牝馬
（SⅠ）
●12月31日（水）
●1,600m

地方競馬所属の若駒によって争われる、2歳
戦線の牝馬限定重賞。第1回が施行された
のは昭和52年で、創設当初から12月に施
行されており、第26回（平成14年）から第
30回（平成18年）までは毎年12月30日
に、第31回（平成19年）以降は毎年12月
31日に施行されてきました。

ハイセイコー記念（SⅠ）

南関東所属の若駒によって争われる、2歳戦線のSⅠ競走。第1回（昭和43年）から第33回（平成12年）までは「青
雲賞」の名称で施行されていましたが、TCKが生んだ国民的スターホースであるハイセイコーの偉業を称え、第
34回（平成13年）から現在の名称に改められました。なお、そのハイセイコーが第5回（昭和47年）の当レース優
勝時に記録した1分39秒2の優勝タイムは、半世紀以上の歳月を経た今も破られていないレースレコードです。

●11月12日（水）
●1,600m

12月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催

船橋競馬開催

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

浦和競馬開催
勝島王冠

東京大賞典
東京シンデレラマイル

東京2歳優駿牝馬

ジェムストーン賞

11月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9

大井競馬開催

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

川崎競馬開催

船橋競馬開催

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

浦和競馬開催ハイセイコー記念

大井競馬開催




